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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

EB ウイルス(EBV)関連 T/NK リンパ増殖性疾患には古典的種痘様水疱症(cHV)、全身型

種痘様水疱症(sHV)、蚊刺過敏症(HMB)が含まれる。sHV と HMB はしばしば予後不良で

あるが、その予後因子に関してはほとんど知られていない。今回我々は種痘様水疱症と蚊

刺過敏症の予後因子を評価するために、50 人の cHV、sHV、HMB、蚊刺過敏症と種痘様

水疱症の合併例(HMB+HV)の患者で臨床症状、他覚的検査所見、EBV 関連検査を解析し、

そのうち 30 人の追跡調査を行った。病気の発症年齢の中央値は 5 歳で、致死的な経過を辿

ったのは、それぞれ sHV では 8 例中 3 例、HMB 単独では 6 例中 2 例、HMB+HV では 5

例中 2 例であった。主な死亡原因は骨髄移植後関連合併症や多臓器不全であった。経過を

終えた 11 例の cHV は全員生存していた。予後因子に関する 2 変量解析において、発症年

齢が 9 歳以上であった場合と EBV の immediate early の遺伝子産物であり、再活性化の際

に認める BZLF1mRNA の発現はそれぞれ予後不良因子であった(p<0.001, p=0.003)。

EBV DNA load を含む EBV 関連検査は予後との相関は認めなかった。 

以上より発症年齢が遅い場合とEBVの再活性化を認めた場合はより重症型の病型を示す

ことと関連し、予後不良を予測する因子となりうる可能性を考えた。
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